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ユ3)当科をこおける静頭十二指腸切除症例 の検討

断固 庶出･鈴木 俊繁
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32症例 (.陣癌 7.胆管癌10,乳頭部癌 7,胆嚢癌 1､---十

二指腸癌 2.胃癌 51に-L)いて手術成績を検討 し報省す

る.肝癌,胆管癌に対しては後醸睦(')徹底郭活と2群 11

ンバ節郭清を行--つている.門脈合併切除は3例に行った,

再建は Child法が圭だが予今後は症例を選び機能温存

も考慮 Lて全胃温存 Pr)･今永法を心かける.肝腎非拡

張例には揮液tJ)体外誘導と空腸畢睦筋層非切開肝空腸吻

合を行 うが.縫合不全は2仲町亡.術死は出Itllと肝小全か

欄膜 2､局所 2)だが.組織学的治癒切除例でLJMm行住

転移は,手術の限界で教学的治療が必要となる,合併症

や啓発死亡例に対する反省をふ漂え,手術をこぼよりいっ

そうの配慮を しつつ,治癒切除を目指 して拡大 PD を

葦線的に行 う方針である.

14)績振性 イ レウス術後に生じた術後腸重積症
の1小児例
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開腹術後の合併症として腸閉塞症は しば しば経験する

那,腸重積がその原因となることは少ない一今回我利 ま

穿孔性虫垂炎術後Tf･:F-F--:-1に牛 して~た絞娠性 fLrL二,-くハ術後

に生 じた腸豪構症の 1例を経験 した殿で報告する一

症例は14嵐 男児.T歳時,穿孔性虫申珠 にて手術を

受けた.1993年 9.円6LJ夕食後,突然激 しし､脂痛か出

現L当院救急外来受診 した.癒着性イレウスの疑いでÅ

院 し,禁食の上,イレウスチュ-ブを掃Å したが腹痛が

増悪 したため9月7日に手術を施行 した.術劇に癒着 し

た小腺と腹壁の間隙に小腺がÅ吟込み絞転性イレウスと

なっており,癒着を刺離 し絞拓を解除 した.術後 もイレ

ウス状態が持続 し麻痔性イレウスと考え保存的に経過観

察 したが改善せず,術後21L｣[-:‖こ再手術を施行 した.回

盲部より約 1m ロ側で回腸一回腺型の勝重鏡となって

おり.同部Lj)腸管を切除 し端々吻合を施行した.再手術

後の経過は順調で10月17日退院 し現在外来経過観察中で

ある.

15)当fこi･における HirscllSprung病し'〕検討

飯沼 泰史･新田 奉養 漕 常市民縄 欄 )
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新潟市民病院において小児外科が開設さ畑上1987午

かL.'1993年11月までLT描;】に経験 した tlirshsl)n.lnL7才南18

例 (男児13例,女児5例)に-うし､て検討を千十-,-,たこ.初診

時の年:･'-齢は,新生児7倒 し極小未熟児症例2例含むう.

乳児8例,幼児2例,学塵 i例であった.
病型は f･T(eCt(≠i打110id型1:)凧 shortぅeg型2凧 LonL,-

scg型 1例,Extensiヽ,e巧1日i例でLJf",た.根治 手術術

式では 1~)uhamel法 8例 (池ti:]:2例,Gl̂ :(う例1,

Martin法 l例,Lynn法2†札 待機中6例で靡け､た.

術後経過は生存二16倒 しうで,L例他施設へ転院1.死t.112

例であった.死亡例のうち 1例は極小未熟児で,問題点

や反省すべき慮屯多かったため,この 1例についての症

例屋示 も行 う予定である.

ヱ6)ECMO 施行後に脳萎縮のみ られた先棄性

横隔綬-ルニアの 1例
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出生前診断のついた横隔膜ヘルニアで,併発 した健側

気胸ハた拙 二.ll:Ch:1し)を施行し吊 i三例を経験 し上.l･:(lML)

に｣工(∴1rmL.dこII)ioとl(ごti＼･し､Stlrr;lLT(.､(.CB.･.lS＼-~丁へ′､H1/

uソ 旦00 蝉-位/kg を静注 L,以後は ACT が200 秒前

後上1■:,辛-1にへ′＼‖ンを舘 jj-して管理 した.維持斯ハ

離脱後に､合併 していた PDA をこ対 して動脈管の結熟

が行われ 腸管の通過障害が遷延するた鋸 ニラ併存 Lて

いた腸回転異常症に対 して開腹手術を行った.術後に策

症を伴 う肝衆を併発 し,薬剤陵, りすルス性などが疑わ

れたがサ原因ははっきりしなかった.ステロイド投与な

どの保存的治療で肝炎は軽快 した.ECMO 施行後4ケ

月時の頭部 CT検査にて,右半球の脳萎縮がみられて

いるが,現在は神経症状 もなく健在である｡


